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高齢者における在宅福祉事業に関する

情報の利用と満足

佐藤 秀紀 中嶋 和夫

　本研究は，今後の在宅福祉事業に関する情報提供のあり方に関する指針を得ることをねらいとして，高齢

者を対象とした在宅福祉事業に関連する情報サービスの利用とその満足度に関する因果モデルを提起し，そ

の変数間の因果関係を明らかにすることを目的に行った。調査対象は，層化多段無作為抽出法により，65歳

以上の在宅高齢者2,200人を北海道の5地域から抽出した。有効回答は1,536人（平均年齢は72.1歳）から得

られた（性別構成は男性58.2％，女性41.8％）。調査項目は，性別，年齢，教育歴，家族形態，所得，健康

状態（自覚的健康感，医療機関への受療状況），高齢者在宅福祉事業に関する情報ニーズの有無，およびそ

の情報の入手先の種類と情報サービスに対する満足度とした。統計処理はパス解析で行った。

　その結果，1)三次的要因である，年齢，教育歴，所得は，二次的要因である高齢者在宅福祉事業に対する

情報ニーズに影響し，2)この二次的要因は，一次的要因であるマス・メディアおよびパーソナル・メディア

を規定し，さらに3)，その情報接触スタイルは，情報サービスに対する満足度を強く規定していることが

明らかにされた。
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